
2026年３月 25日 

 

公益社団法人関西経済連合会 

 

「関西における空飛ぶクルマの将来ビジョン」策定について 

 

現在、大阪・関西万博で展示された最先端技術やサービスを「万博レガシー」として継承し、発展させ、関西ひ

いてはわが国の経済成長につなげていくことが喫緊の課題となっております。とりわけ、万博で大きな注目を集

めた「空飛ぶクルマ」は、将来的に日常的な移動手段として定着し、人の移動やモノの輸送を大きく変える「移動

革命」をもたらすことが期待されています。 

関西経済連合会では、このたび、「めざせ、空飛ぶクルマのファーストペンギン～社会実装と広域展開による

『大関西』の実現～」をコンセプトとする「関西における空飛ぶクルマの将来ビジョン」を取りまとめました。 

ビジョンでは、万博開催から１０年後の２０３５年に時点を定めて、関西において空飛ぶクルマが実装された具

体的な未来の「ありたい姿」を設定するとともに、バックキャスト手法を用いて２０３０年の「あるべき姿」を提示し、

その上で、「あるべき姿」の実現のために解決すべき課題とその解決に向けた取り組みの方向性を示しました。 

当会としては、本ビジョンを呼び水とし、空飛ぶクルマに関する事業への企業参入や官民による投資の呼び込

み、広域観光などの産業発展につなげるとともに、万博で高まった空飛ぶクルマに対する社会受容性のさらなる

向上に努め、空飛ぶクルマの社会実装に貢献してまいります。 

 

 

＜ビジョンのポイント -今後の取り組みの方向性-＞ 

「あるべき姿」の実現に向けて今後対応しなければならない課題、およびその解決に向けて関西が取り組む

べき方向性を示した。 

１． 関係する制度の早期整備と運用を踏まえた適正化 

・今後策定されるバーティポート整備基準や自治体のアセスメントに係る条例について、 

継続的なフォローアップと、機体特性等を踏まえた基準の適正化などの働きかけ 

・操縦士や整備士の資格要件の適正化に向けた働きかけ 等 
 

２． 運航や離着陸場の運営にかかる事業の安定と成長 

・普及初期の運航が低密度である期間に限定した事業者への支援 

・旅客需要の拡大が見込まれる関西国際空港や神戸空港の円滑な利用 

・関西観光本部などと連携した、広域観光の促進、旅客需要の掘り起こし 

・サプライチェーンの構築（交換部品の安定的な確保、官民連携での人材育成など） 
 

３． 離着陸場を増やす機運の醸成 

・公共用地の活用も視野に入れた用地確保、バーティポート設置を考慮した都市計画検討 

・バーティポートに必要な充電設備等の設置への支援 

・事業者と離着陸場周辺の自治体との丁寧なコミュニケーションの推進 
 

４． 高密度・多頻度の運航に必要な仕組みの構築の準備 

・新しい管制方式に関する情報収集と関係する研究開発プロジェクトへの貢献 

 

以 上 

 

 






